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1. 研究の目的 

 自治会や環境活動など地域住民により協働生産・消費される集合的活動（ 以下から，地域活動と称する）

は，地域の維持発展に欠かせない重要な役割を果たしている1）．中山間地域では，従来主として地理的な相互

関係に基づいて地域活動が行われてきた．すなわち，空間的に近い距離にいる人間同士の行動が双方向的に影

響を与え合う効果（ 空間的自己相関）が働いていた2）．しかし最近の過疎化・高齢化により，地域活動の協

働生産・消費を実施する母体が高齢化・収縮し，近隣に基づいた地域活動を維持することが難しくなっている．

全ての活動を維持していくことが難しい場合どのような活動に対し重点的に維持，補強を行うかを選択する必

要がある．本研究では，地域活動とコミュニティのソーシャル・キャピタルとの関係を計量的に分析すること

を目的として，空間的自己相関モデルに基いた地域活動参加選択モデル（ 以下コミュニティ参加モデルと呼

ぶ）を構築し，住民間の交流関係の深さが地域活動の参加行動に影響を及ぼすという仮説を検証する．そして，

交流の深さが地域活動の参加に影響を与えていることを明らかにし，社会的相関のある地域活動を識別する． 

 

2. コミュニティ参加モデル 

対象とする地域に N 個の異なるタイプの家計が居住する．タイプnに属する家計 ),...1( nMii  が着目しているコ

ミュニティ活動に参加することにより得られる確率効用を 1
inu と表す．また，活動に参加しない場合に得られ

る確率効用を 0
inu と表す．タイプnの家計 iの参加行動は観測可能であり，参加の有無を 0-1 変数 iny を用いて

タイプnの家計が活動に参加するとき 1iny 参加しないとき 0iny とする．家計は効用最大化行動をすると

仮定すると，タイプn  の家計 i  が活動に参加する確率は )0Pr()Pr()1Pr( 01  inininin zuuy と表す． ここに，潜

在変数 01
ininin uuz  は観測できない変数であり， iny が観測可能である． inz を用いて書き表せば 0inz なら

ば 0,1  inin zy ならば 0iny となる．潜在変数 inz は，当該家計の観測可能な個人属性行ベクトル

),...,( 1 k
ininin xxx  ，当該活動に対する家計の社会的関係性を表す n （ 以下，社会的相関項と呼ぶ）と観測不可

能なランダム項 in を用いて inninin xz   で構成されると考える．ただし， )',...,( 1 k  はパラメータベ

クトルである．ランダム項 in は，それぞれ平均 0，分散 1 の独立な標準正規分布に従うと仮定する．社会的

相関項は同一のタイプの家計に特有な当該活動に対する「思い入れ」の程度を表す変数であり，「思い入れの

強さ」は他の家計との関係で形成されると考える．このため，タイプn  の家計の社会的相関項 ),...,1( Nnn 

に空間自己回帰構造)を導入し n

N

j
jnjn u 

1

 と表す．ただし， nj は，タイプ ),...1( Njj  の家計の「思い入

れの強さ」がタイプnの家計の「思い入れ」の程度に及ぼす影響度を表す社会的相関パラメータである． は

対象地域の人的ネットワークやソーシャルキャピタルが，家計の自発的集合行為へ及ぼす影響の程度を示して

いる．また， nu は観測不可能なランダム項であり，平均値 0，分散 2 の独立な正規分布に従うと仮定する． 

このモデルから尤度関数を求めて推計を行うが，尤度関数が複雑なため本研究においては MCMC 法を用いた

ベイズ推計により推計を行う． 
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3. 事例分析 

 以上のモデルを用いて我が国の代表的中山間地域である鳥取県日南町を対象として事例分析を行った．日南

町全体で行われる活動を対象活動とし，家計が参加している場合従属変数 1y とし，参加していなければ

0y とする．また世帯人数，世帯収入，代表者の性別，職業，居住年数を個人属性 X とし，重み行列W と

しては地理的距離による重み行列 gW
，地域愛着による重み行列 fW の 2 つを用いて分析を行った． 

 
表-１ ふる里祭りの活動の推計結果（左）と10つの活動の  の推計結果（右） 

表-1 は，ふる里祭りの活動の推計結果（左）と 10 つの活動の推計結果（右）でありこれらの結果から．
gW を

用いた場合においては，ゲートボールが最も地理的影響を受けていて，100km マラソン運営が最も受けてい

ないことがわかり， fW を用いた場合においては，地域巡回サービスが最も心理的影響を受けていて，ふる里

祭りが最も受けていないことがわかる．よって重点的に支援を行う場合には活動：ゲートボールまたは，地域

巡回サービスに対して行うことが考えられる． 

4. 政策的示唆 

中山間地域の活性化を図る上で，地域における地域活動に大勢の人が参加するように対策をとる政策が必要と

なる．本研究ではプロビットモデルを用いて空間相互作用が活動参加選択に及ぼす影響の究明を試みた．推計

した各説明変数のパラメータから活動に参加する家計の個人属性の傾向を知ることができ，  の値からネッ

トワークが家計の地域活動へ及ぼす影響の度合いの推計が出来た．  の値の大きさを比較することで住民間

の交流が大きく影響している活動を識別し，深く影響している活動に対して重点的に支援するといった政策が

考えられる． 
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